
 

(5) 令和６年度 学校評価報告書（実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 21日実施） 

総合評価（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①社会で求められる

基礎・基本的な学

力や技能を定着さ

せ、それらを活用

できる能力を養う

ためにきめ細かな

学習指導・個別支

援の充実を図る。 

②本校の育てたい生

徒像の実現に向け

た特色ある教育課

程を編成する。 

①生徒の特性や学習到

達度に対応した学習

活動、個別支援の充

実を図り、ICT 機器

を積極的に活用した

組織的な授業改善を

一層推進する。 

②育てたい生徒像を実

現するために教育課

程を展開する。 

①学習内容のまとまり

ごとの振り返りを徹

底し、本校の特色あ

る授業をより深化さ

せ、ICT 機器を積極的

に利活用しながら基

礎 学 力 の 定 着 を 図

る。 

①指導と評価の一体化

の視点から組織的な

授業改善が図れるよ

う、校内授業研修会

等を実施する。 

②生徒のニーズを把握

し、生徒の自己実現

達成に向けた学習活

動を展開できたか。 

①生徒による授業評価

の「授業の中で身に

ついたことや、でき

るようになったこと

を実感することがで

きた」の数値が 3.5 以

上か。 

①授業の改善・工夫に

ICT 機器を効果的に利

活用することができ

たか。 

②本校の育てたい生徒

像の実現を測るアン

ケートや生徒面談を

実施できたか。 

①生徒による授業評価
の「授業の中で身につ
いたことや、できるよ
うになったことを実感
することができた」の
数値が3.51で目標値を
達成することができ
た、また同項目につい
ては、昨年の3.31を上
回ることができた。 
①１学期、２学期に授
業見学週間を設定し、
ICT の積極的な利活
用、指導と評価の一体
化の視点から校内研修
を実施し、各教科で授
業改善の取組みを行っ
た。 
②各学期に実施した個
別面談を通して、生徒
の学習意欲の高揚を図
り、自己達成感を育て
ることができた。 

①「授業の中で身に
ついたことや、でき
るように実感するこ
とができた」の数値
目標を 4.0 以上に設
定しさらに生徒の基
礎学力の定着を図
る。 
①引き続き ICT 利活
用の指導力向上につ
いて研鑽し、校内研
修会及び教員間での
指導方法や教材作成
についての情報共有
を行っていく。 
②全ての学校生活の
場面において、育て
たい生徒像、スクー
ルポリシーの実現を
図る。 

〇ICT を活用しながら
生徒が主体的に活動・
学習を進めることが、
生徒による授業評価の
目標達成に繋がってい
るのではないか。引き
続き、生徒の主体的な
学習活動を支援・推進
して欲しい。 
〇授業見学週間を設定
し、ICT の積極的な利
活用と指導と評価の一
体化の視点からの校内
研修は非常に良い取組
である。取組を広げて
継続して欲しい。 

〇生徒による授業
評価の「授業の中
で身についたこと
や、できるように
なったことを実感
す る こ と が で き
た」の数値が3.5で
目標値及び昨年度
の値を上回ること
ができた。 
〇ICT の積極的な利
活用を含めた授業
改善の取組みを各
教科で行うことが
できた。 
〇各学期の個別面
談を通して、育て
たい生徒像の考え
を伝えることがで
きたことにより、
生徒の学習意欲の
高揚に繋がるとと
もに生徒理解が一
層進んだ。 

〇生徒が授業の中
で身についたこと
や、できるように
なったことを実感
することができる
ように、引き続き
生徒の主体的な学
習活動を支援・推
進する。 
〇授業改善に資す
る職員研修を充実
させて、生徒の発
話や発表の機会を
促す手立ての工夫
などを図ってい
く。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①基本的生活習慣を

確立させ、社会生

活で求められる規

範意識や判断力を

身につけさせ、他

者と協働できる態

度を育てる。 

②生徒一人ひとりが

得意分野や強みを

活かせるよう、自

己肯定感の高揚に

繋がる支援体制の

充実を図る。 

①生徒の生活習慣を把

握し、健康管理や食

育等の多角的な視点

からも生徒支援を行

い、規則正しい生活

習慣を確立する。 

②生徒一人ひとりが積

極的に取り組める学

校行事等を企画、立

案する。 

①生徒支援を充実させ

るために、かながわ

サポートドックの情

報・評価を積極的に

活用する。 

②特別活動や各種学校

行事等において、生

徒が主体的に活動で

きるよう、職員と生

徒 の 連 携 を 密 に す

る。 

①かながわサポートド

ックの評価を SC、SSW

とも共有しながら、

適切な生徒支援がで

きたか。 

②行事ごとに生徒アン

ケート等を実施し、

生徒が主体的に取り

組みながら達成感を

得られることができ

たか。 

 

①生徒理解と適切な生
徒支援の充実のため
に、校内生徒情報交換
会を設定し、全職員で
生徒の現状や課題を共
有しながら、かながわ
サポートドックの情
報・評価を積極的に活
用することができた。 
②ケースによっては、
保護者も SC、SSW の教
育相談の利用もあり、
組織的な生徒の支援体
制を構築することがで
きた。 
②特別活動や各種学校
行事等の場面におい
て、生徒会役員生徒が
主体となって企画・運
営をすることができ
た。 

①特定の生徒の欠席
や遅刻が多い。引き
続き担任や家庭との
連携を密にして学習
活動に専念できるよ
う規則正しい生活習
慣の確立に向けて支
援する。 
②引き続き、ケース
会議の充実を図ると
ともに、積極的な教
育相談体制を継続し
ていく。 
②今後も生徒会活動
を始めとした生徒主
体の活動の場面を積
極的に設定し、生徒
による自主的な学校
行事を実施する。 

〇全職員で生徒の現状
や課題を共有しながら
「かながわサポートド
ック」の情報・評価を
積極的に活用するほ
か、SC や SSW と連携す
るなどの生徒支援体制
を引き続き維持・発展
させて欲しい。 
〇NPO 法人が運営する
カフェが生徒の居場所
になっていること、そ
のことによって生徒の
学校生活に一定の安定
がもたらされているこ
とは評価できる。 
 

〇教育相談活動に
おける SC や SSW の
活動に、生徒の利
用だけでなく、保
護者の利用もあっ
たことは成果の一
つであると認識し
ている。 
〇生徒の基本的な
生活習慣の確立は
引き続き課題であ
り 、 今 後 も 保 護
者、SC、SSW 等との
連携も密に図って
いく必要がある。 
〇文化祭や体育祭
等の学校行事に生
徒会役員の意見を
取り入れた企画・
運勢をできたこと
は評価できる。 

 

〇生徒指導・支援
においては、引き
続き SC や SSW 教
職員・保護者の迅
速かつ適切な連携
を図る。 
〇組織的な支援を
行うために、NPO
法人の取組のこと
も含めて、支援に
係る職員間の意識
共有・統一を図っ
ていく。 

３ 進路指導・支援 

生徒一人ひとりの

進路希望の実現に

向け、４年間を見

通し、学年間での

連携を図りなが

ら、段階的かつ組

織的な進路指導・

支援体制を構築す

る。 

①生徒一人ひとりが職

業観や勤労観を身につ

けながら卒業後のキャ

リア形成について主体

的に取り組むことがで

きるよう、組織的な指

導・支援体制を構築す

る。 

②進路意識の向上を企

①学年ごとに目的を明

確にした進路ガイダ

ンスを実施し、適切

な情報提供を行うと

ともに、段階的、か

つ継続的な指導を通

してキャリアを形成

する。 

②インターンシップや

①進路行事後のアンケ

ート結果等から、生

徒の充実感や進路意

識の向上を図ること

ができたか。 

②インターンシップや

総合的な探究の時間

の成果として、進路

未決定の卒業生をな

①今年度は就職希望者
１名、進路希望者２名
が希望する進路を実現
することができた。進
学希望者については個
別学習指導、就職希望
者については面接指導
等を早期から行うこと
ができた。 
②インターンシップに
参加することで、早期

①３年間または４年
間を見据えながら各
学年において段階的
に「進路設計」、
「進学」、「就職」
について認識できる
ようなキャリア教育
の指導方法を確立
し、生徒の進路実現
を図る。 
②今後も総合的な探

〇進路実現に一定の成
果が表れている。総合
的な探究の時間等を活
かした生徒の進路実現
達成に向けた取組を継
続して欲しい。 
〇生徒個々の進路希望
に寄り添った支援につ
いても、見通しを持っ
た、かつ、丁寧な指導
を引き続き行って欲し

〇生徒が希望する
進路実現に一定の
成果を見たと考え
ている。 
〇地域との関りに
ついては、従前の
関係にとどまらず
に、新たな活動場
面を開拓出来し、
生徒自らが主体的
に判断、行動でき

〇３年間または４
年間を見据えて
「進路設計」「進
学」「就職」につ
いて認識できるよ
うなキャリア教育
の指導方法を確立
し、計画的かつ段
階的な進路指導体
制を整備する。 
〇さがみはら若者



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 21日実施） 

総合評価（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

図した行事を実施す

る。 

総合的な探究の時間

を活用しながら職業

観や勤労観を養う。 

くす（減らす）こと

ができたか。 

から明確な進路目標を
設定することができ
た。また、総合的な探
究の時間で様々な職業
について調べ、発表す
る活動を通してキャリ
ア形成をしていくこと
ができた。 

究の時間や地域連携
等の活動を通して、
生徒の進路実現を図
り、地域に貢献する
人材を育てる。 

い。 
 

るよう、その方策
について探求して
いく。 

サポートステーシ
ョンや同窓生の経
営する地元企業等
との連携を強化し
ていくことで、地
域に貢献する人材
を育成する。 

４ 地域等との協働 

①地域の中の学校と

して、地域との関

わりやつながりを

取り入れた教育活

動を充実させ、学

校と地域の活性化

を図る。 

②学校からの情報発

信を積極的に広報

し、家庭や地域社

会との連携や交流

を深め、地域に根

差した学校づくり

を推進する。 

①地元自治会、地元関

係機関との連携や交

流を積極的に進め、

学びに向かう姿勢を

育む。 

②家庭や地域からの理

解を深めるため、学

校ホームページ等に

より効果的な情報発

信を行う。 

①地域行事へのボラン

ティア参加や自治会

との交流を積極的に

図る。 

②学校ホームページや

学校説明会等で、本

校定時制の特色や魅

力が伝わる広報活動

を積極的に行う。 

①卒業時に実施する特

色アンケートにおい

て活動に対する高い

満 足 度 を 得 ら れ た

か。 

②学校ホームページや

学 校 説 明 会 を 通 し

て、本校定時制の特

色や魅力について情

報を更新しながら本

校の教育活動を広報

できたか。 

①卒業時における特色
アンケートの回答にお
いて、生徒及び保護者
から本校の教育活動に
ついてはおおむね高い
満足度を得られた。 
②学校 HP や中学校訪
問、学校説明会を通し
て情報発信を更新しな
がら夜間定時制の教育
活動を広報できた。特
に、夜間定時制の授業
公開の場を通じて、中
学生や保護者に対して
本校の特色を広報する
ことができ、入学志願
者も増加した。 

①引き続き地域の小
学校や老人ホームと
の交流活動を始め、
生徒が主体的に地域
に参画することを促
進していく。 
②昨年度より実施し
た中学校訪問や夜間
定時制の授業公開の
機会を積極的に利用
しながら広報活動を
行っていく。 

〇定時制の活動を理解
するうえで、授業公開
の場を通じた中学生や
保護者に対する広報の
取組は非常に有効であ
る。次年度以降もこの
取組を軸に広報活動を
進めてもらいたい。 
〇卒業時における特色
アンケートにおいて、
生徒及び保護者からお
おむね高い満足度を得
られたことは、定時制
の教育に対する期待感
の表れでもあると考え
る。今後も、このこと
を念頭に教育活動を展
開して欲しい。 

 

〇学校の広報活動
の一環である職員
の中学校訪問及び
授業公開を通して
夜間定時制の特色
や意義について効
果的の広報するこ
とができた。 
〇HP に掲載してい
る学校紹介動画も
定期的に更新する
などして、生徒の
活動の様子をより
リアルに発信して
いく方策を考えて
いきたい。 

〇定時制課程が中
学校不登校経験者
等の学びの場とし
ても有用であるこ
とを踏まえて、中
学生やその保護者
にとどまらず、中
学校の教職員に対
する PR 活動を工
夫していく。 
〇地域との関わり
や連携を踏まえた
活動について探究
していく。 

５ 
学校管理 

学校運営 

①生徒への支援等の

時間を確保するた

めに、組織的な学

校運営と校務の効

率化を図る。 

②防災意識や危機管

理能力を高め、生

徒の安全安心な学

校 生 活 を 確 保 す

る。 

①校務における ICT 機

器の積極的な利活用

や業務マニュアルの

見直し等により、業

務の効率化を推進す

る。 

②夜間定時制として地

域の実態に則した、

実践的な防災訓練の

形態を検討する。 

①ICT 機器の利活用を一

層推進し、教職員間

の業務連絡や各種会

議を円滑に行う。 

②災害想定や防災訓練

の内容等について見

直し、検討する。 

①オンライン環境の整

備など、働き方改革

をさらに進め、生徒

と向き合う時間を十

分に確保できたか。 

②生徒の在校が夜間で

あることを踏まえた

実践的な防災訓練を

実施できたか。 

①校務における ICT 機
器 Teams の積極的な利
活用や入学者選抜業務
マニュアル、成績処理
マニュアルを更新、整
備することにより、教
職員間の情報共有を進
め、業務の効率化と標
準化を図ることができ
た。 
②夜間定時制における
夜間の避難訓練や DIG
訓練の教育活動を通し
て生徒の災害・防災意
識を高めることができ
た。 

①引き続き、校務に
おけるICT機器Teams
の積極的な利活用や
各種業務マニュアル
の見直し・更新によ
り、教職員間の情報
共有を進め、業務の
効率化を図る。 
②今後は、関係機関
との連携・協力を得
ながら防災訓練の内
容等について改善す
る。 

〇夜間における避難訓
練・防災訓練の内容に
ついては、関係機関と
の連携・協力のもと、
工夫・改善を進めて欲
しい。 

〇働き方改革は引き続

き進めて欲しい。 

〇Teams 等の ICT 利
活用や業務マニュ
アルの見直し・更
新が、教職員間の
情報共有を進め、
業務の効率化と標
準化を図ることに
つながった。 
〇地域の実状を踏
まえた実践的な防
災訓練の実施につ
いては、訓練時間
が夜間であること
など、ハードルも
高い。今後は、災
害時の行動訓練と
いった視点からの
工夫を図っていき
たい。  
 

〇 引 き 続 き 、
Teams 等の ICT 利
活用業務マニュア
ルの見直しや更新
を積極的に進め
て、働き方改革を
推進する 
〇防災訓練の実施
については、災害
時の行動訓練とい
った視点に立っ
て、関係機関等と
も連携・協力しな
がら工夫を図って
いく。 

 


